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8 月～11 月まで：論題についての調査 
9、10 月：他大学（神戸大学・立命館大学・京都大学・関西学院大学等）との練習試合 
11 月：全国大会、地域大会出場および他地域の関係者へのヒアリング 
日本ディベート協会主催秋季ディベート大会（以下 JDA 杯）、 
九州大学ディベートサークル主催九州大会（以下 QDC 杯） 














































   （ (2)の対象者のみの聞き取り項目 ） 
申請先学部 追加枠 








CoDA 杯（全国大会）：混合チームがベスト 8 入り（予選 3 勝 1 敗）  
昨年：１勝４敗、予選敗退 
QDC 杯（全国大会）：総合 3 位（2 勝 1 敗） 
昨年：出場なし  
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Q４ 競技ディベートでよりよい学びを得る
ために何をすべきか 
（ (2)の対象者のみの聞き取り項目 ） 
・大会への出場を繰り返すことにつきます。 
・ディベートの振り返りを行うこと。（大阪大





























・「日本は、公共の場におけるヘイトスピーチを法的に禁止すべきである。」 (2015 年 JDA 杯、
QDC 杯論題) 
・「日本は公職選挙法で定める全ての選挙について、投票の棄権に罰則を設けるべきである。」




おいて非常に重要であると説かれている。実際、JDA 杯や QDC 杯のために、大会で散見され
申請先学部 追加枠 




掲載誌 じんけん : 心と心、人と人をつなぐ情報誌 (405) 2015-01 p.4-7 
「特集 ヘイトスピーチを考える」 
掲載誌 じんけん : 心と心、人と人をつなぐ情報誌 (393) 2014-01 p.4-7 
｢ヘイトスピーチ｣をめぐって 
掲載誌 地域と人権 (370) 2015-02 p.21-32 
「ヘイトスピーチと在日特権」 
井上 太郎 
掲載誌 ジャパニズム 14 2013-08 p.108-113 
書評 安田浩一著 ヘイトスピーチ 「愛国者」たちの憎悪と暴力  
浅尾 大輔. 
Kokko = こっこう : 「国」と「公」を現場から問い直す情報誌 / 日本国家公務員
労働組合連合会 編.（1)2015-9 p.77-79 
人種差別的ヘイトスピーチ : 表現の自由のディレンマ（1）  
長峯、 信彦  早稲田大学法学会  1997-01-30 
エリック・ブライシュ著／明戸隆浩他訳『ヘイトスピーチ : 表現の自由はどこま
で認められるか』  
榎、 透、Enoki、 Toru  法政大学大原社会問題研究所  2015-04-25 
レイシズムと外国人嫌悪  
小林真生／編著、駒井洋／監修  明石書店  2013 (移民・ディアスポラ研究 ; ３) 
イギリスにおけるヘイト・スピーチ規制法の歴史と現状  
奈須 祐治  
掲載誌 西南学院大学法学論集 48(1) 2015-06 p.260-207 
イギリスのヘイト・スピーチ関連法令  
奈須 祐治  
掲載誌 西南学院大学法学論集 48(1) 2015-06 p.160-98 
日本における国際法の国内的実現 : 「間接適用」という方法 : ヘイトスピーチ事
件(京都地裁判決、平成 25 年 10 月 7 日)を題材として  
妻木 伸之  
掲載誌 白門 / 中央大学通信教育部 [編] 66(8) (通号 785) 2014-08 p.28-39 
在日コリアンに対するヘイトスピーチとイデオロギーへの呼びかけ : ジュディ
ス・バトラーによる「主体化」論を手引きに  
郭 基煥  
掲載誌  現代社会学理論研究  / 日本社会学理論学会編集委員会  編  (8) 2014 
p.39-54 
いかにしてヘイトスピーチに立ち向かうべきか : 内野正幸『差別的表現』を読む  
鈴木 紫野  
申請先学部 追加枠 
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掲載誌 Quadrante : Areas、 cultures and positions = 四分儀 : 地域・文化・位




ック・ブライシュ著／明戸隆浩他訳『ヘイトスピーチ : 表現の自由はどこまで認められるか』 


































































［1］特定非営利活動法人 全日本ディベート連盟 HP  4TUhttp://www.coda.or.jp/static/debateU4T 
［2］青柳 西蔵、 伊丹 悠人、 下田 宏、 石井 裕剛、 冨江 宏、 北川 欽也 
「教育用ディベートシステムを用いたカリキュラムの実践と批判的思考態度醸成効果の評価」 
ヒューマンインタフェース学会研究報告集 2008 年 
［3］角松 生史「大学教育における「教育ディベート」手法活用の試み―「法教育」の観点か
ら―」大学教育 2004 年 
［4］滝本 哲史「武器としての決断思考」講談社 2011 年 
［5］茂木 秀昭 「身につけるディベートの技術」 中経出版 2005 年 
 
